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X19a X線・電波スタッキング解析から探る星形成が静かな大質量銀河の 0 < z < 5
におけるAGN活動
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大質量の楕円銀河は宇宙初期での爆発的な星形成で星質量を獲得し、その後星形成をせずに進化していくと知ら
れている。このクエンチングの物理的メカニズムはわかっていないものの、活動銀河核 (AGN)が重要な役割を果
たすと期待されている。そこで本講演ではクエンチングとAGNの関連性を調査するため、X線と電波で 0 < z < 5
にある星形成が静かな銀河 (quiescent galaxy, QG)のスタッキング解析を行った結果について報告する。QGは
COSMOS領域の最新の多波長カタログであるCOSMOS2020カタログを用いて選択した。まずChandra Legacy
Surveyの X線画像をスタックしたところ、z = 3 − 5まで初めてシグナルの検出に成功した。これらの QGの
X線光度はX線連星の寄与のみでは説明がつかず、QGに低光度AGNが存在していることを示唆している。ま
たQGのX線AGN光度は z > 1.5において星形成銀河 (SFG)よりも高いということがわかった。同様の解析を
VLA-COSMOSの電波画像にも適用したところ、電波においても最遠方となる z = 3− 5のQGでシグナルの検
出に初めて成功し、z > 1.5のQGは電波においても SFGに比べてAGN光度が高いことがわかった。これらの 2
つの波長帯で示すQGにおける高い AGN光度は高赤方偏移におけるクエンチングにおける AGNの寄与を示し
ていると考えられる。この傾向は z < 1.5では見られず、低赤方偏移においてはAGNだけではなく環境効果など
他の要因が台頭することを意味すると考えられる。


